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Ⅰ 研究目的

学校不適応生徒の指導・援助にあたっては、生徒が自分の考えや気持ちを振り返り、自分の考え

に自信をもち、行動への期待をもてるようにさせることが大切である。

しかし、学校不適応生徒の中には、周囲とのかかわりにおいて、他者の考えや行動に自分を合わ

、 、 。せていくうちに 自分の考えに自信がもてなくなり 行動に不安を感じている生徒が見受けられる

このような状況を改善するためには、援助者が生徒を受容的・共感的に受け止める中で、生徒が

自分の考えや気持ちを振り返り、援助者と共にそれを整理する活動をとおして、新たな認識がもて

るようになり、自分はこれでやっていけそうだと思わせるようにすることが必要である。

そこで、この研究は、自分の行動に不安を感じている生徒が、自分の考えや気持ちを整理する活

動をとおして、自己効力感をはぐくむ指導・援助の在り方を事例的に明らかにし、学校不適応生徒

の指導・援助の充実に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究仮説

学校不適応生徒の指導・援助において、生徒が考えや気持ちを振り返り、援助者と共に整理する

活動を行えば、新たな認識をもてるようになることで行動への期待が高まり、自己効力感をはぐく

むことができるであろう。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想の立案

学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本的な考え方をまとめると

ともに、基本構想を立案する。

(2) 基本構想に基づく指導・援助の実践

基本構想を基に、自己効力感をはぐくむ指導・援助を実践する。

(3) 実践結果の分析と考察

実践結果について分析と考察を加えることにより、基本構想に基づく指導・援助の在り方を

確かめる。

(4) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についてのまとめ

実践結果の分析と考察を基に、学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助につい

てのまとめをする。

２ 研究の方法

(1) 文献法 (2) 面接法 (3) 観察法

３ 研究の対象

平成16年度岩手県立総合教育センター教育相談室来談生徒
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Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想

(1) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむことについての基本的な考え方

学校不適応生徒の中には、周囲とのかかわりにおいて、他者の考えや行動に自分を合わせて

しまい、自分の考えに自信がもてなくなり、行動に不安を感じている生徒が見受けられる。こ

のような生徒は、これまでの経験によって、他者から否定的なかかわりを受けることを予測し

たり、実際に否定的なかかわりを受けたことで好ましくない予測をしたりしてしまうため、不

安を感じて行動を避けてしまうと考えられる。

このような生徒は、不安を感じていることからどのような行動をすればよいかがわからずに

、 。 、いるため 不安に対処できる考えをもてるようにすることが必要である ここでいう不安とは

自分が他者から受ける否定的なかかわりを予測することによってできる気持ちであり、予測し

たことによって行動を避けてしまうことから生まれる先への心配である。不安はこうした生徒

の予測や心配から生まれ、その中で自分を肯定的にとらえることができなくなってしまうと考

えられる。そのため、自分で自分を不安にさせ、行動への期待がもてなくなってしまっている

のではないかと考えられる。自分を不安にさせている考えに、別の視点からのものの見方をす

ることによってできた考えが、不安に対処できる考えである。それを見出すことができれば、

生徒は新たな認識がもてるようになり、行動への期待が高まり、自己効力感をはぐくむことが

できるのではないかと考える。

本研究でいう自己効力感とは、ある状況において必要な行動が、自分にはここまでできると

いう確信であり、自己効力感をはぐくむとは、生徒が行動に対して肯定的な予測をし、これで

やっていけそうだという自信をもつことである。バンデューラは 「私たちは、もし、自分の、

行為によって望ましい効果を生み出すことができると信じなかったならば、行動しようという

気持ちにならない」と述べている。行動への期待とは、その行動がこのぐらいできるのではな

いかという可能性の予測である。行動に対してどうしたらよいかが分かり、期待が高まること

によって、肯定的な予測をし、これでやっていけそうだと思えるようになるのではないかと考

える。

(2) 自己効力感をはぐくむ指導・援助に自分の考えや気持ちを整理する活動を取り入れる意義

自分の行動に不安を感じている生徒が、行動に対して肯定的な予測をし、これでやっていけ

そうだという自信をもつためには、自分のやろうとしている行動ができるように、不安に対処

できる考えをもつことが大切である。過去の経験から不安な気持ちが生まれ、それとともにそ

の出来事をどのように受け止めるかによって考えができる。そこでできた考えがその後の気持

ちに影響を与えていると考えられる。

自分の考えや気持ちを整理する活動とは、生徒がおかれている状況から、できていることや

うまくいっていることを見つけ出し、具体的な場面で行動に結びつくような考えをもち、不安

な気持ちを軽減していくことをねらう活動である。すなわち、生徒が自分を不安にさせている

考えに気付き、不安に対処できる考えを見出していくための活動である。

不安を感じて行動を避けているときは、他者からのかかわりを否定的に予測したり、否定的

なかかわりを受けたことで好ましくない予測をしたりしてしまう。しかし、実際にはいつも予

測したとおりになるとは限らず、生徒はできていることやうまくいっていること、といった肯

定的な面をとらえることができず、そのことを見逃しているのではないかと考えられる。この
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ような予測をしているときは、自分や物事に対して肯定的な見方ができずにいるということであ

り、このことが自分を不安にさせている考えにつながっていくのではないかと考えられる。肯定

的な見方は、他者からの肯定的なかかわりにより、自分を肯定的にとらえられるようになること

によってできてくるとともに、不安に対処できる考えを見出すことにもつながると考えられる。

そこで、不安を感じる場面で、どのような予測をしているかを振り返り、自分のできていること

やうまくいっていることを見つけ出していくことで、いつも予測したとおりになるわけではない

ということに気付くと考えられる。このような見方をしていくことによって、不安に対処できる

考えが見出され、不安な気持ちが軽減されていくものと考える。以上で述べたことを【図１】に

表す。

他者からの否定的なかかわり 他者からの肯定的なかかわり

自分への否定的な見方 自分への肯定的な見方

《不安にさせている考え》 《不安に対処できる考え》

・周りにどのように思われているのだ ・必ずしも予想どおりになるわけでは

ろう ない

・相手にいやな思いをさせているかも 見つけ出す ・はじめはうまくいかなくても、ずっ

しれない とそうなるとは限らない

・また、よくないことが起きるのでは ・すべてができないのではなく、でき

ないか ていることがある

【図１ 「自分の考えや気持ちを整理する活動」の概念図】

自分の考えや気持ちを整理する活動をとおして、とらわれのないものの見方ができてくる。と

らわれのないものの見方とは、否定的な見方だけにとらわれないものの見方のことであり、これ

が新たな認識である。これまで否定的なものの見方をしていた生徒は、この活動をとおして肯定

的なものの見方ができるようになってくると考える。このとき 「いまの自分にできていること、

がある 「いまの自分はこれぐらいできればよい」という自分に対する肯定的な見方ができるこ」

とによって、行動への期待が高まってくる。こうしたものの見方は、再び不安を感じる場面にあ

ったときに対処していくきっかけになると考えられる。このようなことから、生徒は行動に対し

て肯定的な予測をするようになってくる。すなわち、その行動をするために自分なりのやり方が

あることに気付くということである。このことが、これでやっていけそうだという自信をもつこ

とにつながっていく。

このように、自分の考えや気持ちを振り返り、援助者と共に整理する活動を行うことにより、

とらわれのないものの見方ができることで、行動への期待が高まることは、自分の行動に不安を

感じている生徒が自己効力感をはぐくむことに意義あるものと考える。

(3) 自分の考えや気持ちを整理する活動の進め方

自分の考えや気持ちを整理する活動を次の二つの段階で進めることとする。はじめの段階は、

自分の考えや気持ちを振り返ることによって「不安にさせている考えに気付く段階 、次に自分」

のやってみたい行動への期待を高めるために「不安に対処できる考えを見出す段階」とする。こ

の活動は、援助者が生徒に受容的・共感的にかかわりながら、生徒が興味・関心のあることに共

に取り組んでいく。
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ア 不安にさせている考えに気付く段階

この段階では、生徒が自分を不安にさせている考えに気付くことができるように、自分の考えや

気持ちを安心して表現できるようにすることをねらいとする。

はじめに、生徒を受容的・共感的に受け止め、生徒が自分の考えや気持ちを無理なく表現してい

けるような信頼関係を作る。そこで、不安を感じないようにかかわり、生徒が表現したことを肯定

的な言葉で伝えるようにしながら、自分の考えや気持ちを安心して表現できるようにさせていく。

次に、興味・関心のあることをとおして表現された考えや気持ちから、生徒の感じている不安を

くみ取っていく。生徒が感じている不安は過去の経験によって生まれたものであり、それに基づい

て先のことを予測してしまうために不安を感じる状態が続いているものと考えられる。そこで、こ

れからどうなりたいかという自分の願いを思い描かせ、そこから現在の考えや気持ちに気付かせる

ように問いかける。それに対する生徒の言葉や態度から、生徒の感じている不安を受け止めていき

たいと考える。そして、現在の気持ちがどのような状況で起こり、どのような予測をしていたかを

振り返らせる。このようなことから、自分の考えや気持ちが行動に影響していることが見えるよう

になり、自分を不安にさせている考えに気付いてくると考えられる。

イ 不安に対処できる考えを見出す段階

この段階では、生徒に肯定的にはたらきかけながら不安に対処できる考えを見出し、行動への期

待を高めていくことをねらいとする。

生徒が、できていることやうまくいっていること、不安を感じなかったときにできていたことを

「手がかりとなる見方」とし、この視点でこれらのことを見つけ出せるように、援助者は生徒に対

して問いかけていく。生徒は、不安を感じているときは否定的な見方をしてしまい、自分のできて

いないことやうまくいっていないことに目を向けてしまいがちになっていると考えられる 「手が。

かりとなる見方」は、生徒が肯定的な見方ができるようにしていくための視点である。援助者は、

「手がかりとなる見方」で生徒に見逃していたことを思い出させたり、いままで気付かなかったこ

とに気付いたりさせる。その中で、生徒はいつも予測したとおりになるわけではないと考えられる

ようになり、不安に対処できる考えを見出していくのではないかと考える。それが、具体的な場面

で行動に結びつくような考えとなり、不安を軽減していくものと考える。そこで、援助者は、生徒

が前の段階で気付いた考えがどのように変化しているかを問いかけ、このときの生徒の考えや気持

ちを受け止めていく。

次に、生徒がこれからやってみたい行動を考えさせる。やってみたい行動とは、新たな認識に基

づいて考えた行動である。そこで、やってみたい行動を援助者と共にいくつか考え 「自分がいま、

ならできそうな行動は何か」を生徒自身に選ばせる。生徒がやってみたい行動を自ら選ぶというこ

とは、行動への期待をもつことでもあると考える。このとき、援助者や他者が行動しようとする生

徒を認めていくことは、生徒が行動への期待を高めるために大切なことである。そして、生徒が選

んだ行動について肯定的に予測ができたとき、これでやっていけそうだという自信をもてたものと

考える。

このように、自分の考えや気持ちを整理する活動を援助者と共に進めることにより、生徒は新たな

認識がもてるようになり、行動への期待が高まって肯定的な予測ができるようになり、これでやって

いけそうだという自信をもつことができるようになると考えられる。自分の考えや気持ちを整理する

活動のねらいと指導・援助の手だてを【表１】のように考えた。
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【表１】自分の考えや気持ちを整理する活動のねらいと指導・援助の手だて

段階 活動のねらいと指導・援助の手だて 留 意 点

１ 自分の考えや気持ちを表現できるよう

不 にする

安 ・生徒を受容的・共感的に受け止め、 ・生徒が不安を感じないようにかかわる

考に 信頼関係を作る

えさ ・興味・関心のあることに取り組ませ

にせ る中で、生徒が表現したことを肯定

気て 的な言葉で伝える

付い

くる ２ 不安にさせている考えに気付くように

段 する

階 ・自分の願いから、現在の考えや気持 ・表現された生徒の考えや気持ちを受け止

ちを表現させる める

３ 不安に対処できる考えを見出せるよう

にする

・ 手がかりとなる見方」を基にでき ・生徒に対して肯定的にはたらきかける「

不 ていることやうまくいっていること ・このときの生徒の考えや気持ちを受け止

安 が見つけ出せるように問いかける める

に

対 ＜手がかりとなる見方＞

考処 ・自分がいまできていることは何か

えで ・自分がいまうまくいっていることは何か

をき ・不安を感じなかったときは、どのようなことができていたか

見る

出

す ４ これでやっていけそうだという自信を

段 もてるようにする

階 ・やってみたい行動をいくつか考えさ ・生徒の選んだ行動を認める

せ、選ばせる

・やってみたい行動について、肯定的

に予測ができるように問いかける
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(4) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想図

基本的な考え方に基づいて、学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基

本構想図を【図２】のようにまとめた。

自分の行動に不安を感じている生徒

自分の考えや気持ちを整理する活動

＜段階＞ ＜生徒像＞

＜指導・援助の方法＞

不

考 安 受容・共感

え に 興味・関心のあることへの取組 ・自分の不安

に さ な考えや気

気 せ 持ちを表現

付 て する

く い

段 る 否定的な予測

階

肯
手

定
が

的か
な

り
は

と
た

な
不 ・自分ができ

る
ら

安 ていること
見

き

に やうまくい
方

か

考 対 っているこけ

え 処 とを見つけ

を で 出す

見 き

出 る

す ・自分のやっ

段 てみたい行

階 動を選ぶ

とらわれのないものの見方

自己効力感がはぐくまれた生徒

行動に対して肯定的な予測をし、これでやっていけそうだという自信をもった生徒

【図２】学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想図
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(5) 検証計画の概要

基本構想に基づき、各段階の指導・援助についての有効性を【表２】のような分析の観点と

内容で検証する。

【表２】各段階の分析の観点と内容

段 階 分析の観点 分析の内容

不安にさせてい ○自分の考えや気持ちを表現するこ ・興味・関心のあることに取り組みなが

る考えに気付く とができたか ら、自分の考えや気持ちを伝える

段階

○自分の感じている不安をとらえる ・不安を感じているときの考えや気持ち

ことができたか を表現する

不安に対処でき ○具体的な場面で行動に結びつくよ ・自分ができていることやうまくいって

る考えを見出す うな考えをもつことができたか いることを表現する

段階 ・このときの考えや気持ちを表現する

○これでやっていけそうだという自 ・自分がやってみたい行動を選ぶ

信がもてる行動を選ぶことができ ・選んだ行動について肯定的に予測する

たか

※別冊資料参照２ 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助の実践

※別冊資料参照３ 実践結果の分析と考察

※別冊資料参照４ 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についてのまとめ

「注」個人情報保護のため事例にかかわる資料は当日配布いたします

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

この研究は、自分の行動に不安を感じている生徒が、自分の考えや気持ちを整理する活動をと

おして、自己効力感をはぐくむ指導・援助の在り方について事例的に明らかにし、学校不適応生

徒の指導・援助に役立てようとするものであった。

、 、そのために 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想に基づき

指導・援助を行った。その結果、仮説の妥当性が確かめられ、成果として次のことが得られた。

(1) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についての基本構想の立案

学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむことについての基本的な考え方や自分の考えや気持

ちを整理する活動を取り入れる意義、自分の考えや気持ちを整理する活動の進め方を明らかに

し、基本構想としてまとめることができた。

(2) 基本構想に基づく指導・援助の実践

基本構想に基づく指導・援助の実践を対象生徒に行ったことにより、自分の考えや気持ちを

整理する活動を取り入れた指導・援助の手だてが、学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ上
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で効果的であることが確かめられた。

(3) 実践結果の分析と考察

指導・援助の実践の分析と考察により、対象生徒の自己効力感がはぐくまれてきていること

が認められ、手だての有効性を見ることができた。

(4) 学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助についてのまとめ

学校不適応生徒の自己効力感をはぐくむ指導・援助について、対象生徒への実践から成果と

課題を明らかにすることができた。

２ 今後の課題

(1) 本研究の対象生徒への実践を継続するとともに、他の事例での実践を重ねながら、基本構想

に基づいた指導・援助の在り方を探っていく必要がある。

(2) 自己効力感をはぐくむ指導・援助について、自分の考えや気持ちを整理する活動を取り入れ

た指導・援助の手だてを生徒の実態に応じて検討していく必要がある。

おわりに

長期研修の機会を与えてくださいました関係機関の各位並びに所属校の諸先生方に心から感謝申し

上げ、結びの言葉といたします。
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